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事務局 

午後３時００分 開会 

 それでは、定刻になりましたので、令和３年度第５回立川市

地域包括支援センター運営協議会を開催させていただきます。 

 お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 新型コロナウイルスの新変異株とされるオミクロン株の感染

が、非常に感染力の強さが著しくて、急速に全国に拡大しつつ

あるところでございますが、本市ではワクチンの追加接種につ

きまして、高齢者施設に入所されている方につきましては１月

14日から接種を開始いたしました。また、施設に入所されてい

ないご高齢の方につきましても、２回目の接種を終えた順に接

種券を送付させていただいておりまして、予約を受け付けてお

ります。順次接種が開始できるように準備を進めているところ

でございますので、引き続き感染症対策をしっかり行ってまい

りますので、本日の対面での開催へのご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

 では、議事に移ってまいります。 

 本日は、来年度の事業計画を立てていくに当たりまして、そ

れぞれのセンターの業務の振り返りを中心にご協議をいただき

ます。地域包括支援センターの適切、公正かつ中立な運営の確

保のために、運営協議会委員として忌憚のないご意見をいただ

きたいと存じます。 

 それでは、会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

会長  成立要件の確認から入らせていただきます。 

 ９名の委員さんのうち７名出席ということで、本運営協議

会、成立をいたしております。 

 次第の２番へ移ります。 

 議事録の確認でございます。 

 事務局から何かご説明ございますか。 

 

事務局  事前に送らせていただいておりますので、特に説明はありま

せん。 

 

会長  ありがとうございます。 
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 この段階で何か委員の皆さんからご発言ございますでしょう

か。議事録、事前にご確認いただいているかと思いますので、

よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、本運営協議会終了までに何かありましたらご発言

をいただくということにいたしまして、協議会終了後にこの議

事録は確定とさせていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次第の３番、報告事項に移ります。 

 新たな相談支援体制について、事務局から説明お願いいたし

ます。 

 

事務局  それでは、資料３をご用意ください。 

 地域包括支援センター新たな相談体制についてご報告をさせ

ていただきます。 

 皆様のご協力、ご支援により、地域包括支援センターでは令

和３年12月より窓口時間を19時までから17時に縮小してまいり

ました。その代わりにメール相談、オンライン面談を始め、試

行的に実施しております。実際には令和４年４月から本格実施

としておりまして、この12月から３月までの間は試行的にやり

ながら、修正等あれば変更していくということでございます。 

 取り急ぎ、12月一月分のメール相談の件数、オンライン面談

の件数を集計しましたので、ご報告いたします。数はご覧のと

おりです。たかまつ地域包括支援センター32件ということでご

ざいますが、新規の相談というよりは、継続相談がそのまま12

月に引き継がれたという形になっております。ほかの地域包括

支援センターにつきましては、新規でメール相談が入ったと報

告受けております。中には、相談しようと思った日が日曜日だ

ったのでメール相談をしたというような報告もありまして、地

域包括支援センターの時間外の相談もあることがわかりました

ので、メール相談が365日24時間受け付けられますので、有効な

手段であると感じております。 

 オンライン面談につきましてはゼロ件ということでしたが、

にしき福祉相談センターの報告によりますと、オンラインで東

京都以外に住んでいる家族の方とつないでサービス担当者会議

を開催することができたと報告をいただいておりまして、オン
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ラインでなければ、ご家族が会議に参加できなかったであろう

と考えると、有効であると報告を受けております。 

 課題につきましては、オンライン面談、メール相談に地域包

括支援センターの中で不慣れな職員がいるため、対応した者に

よってサービスに差が生じないように配慮が必要であること。

また、メールの返信については、窓口開所時間内に行うとして

おりますが、センターの閉所時にメール相談あった場合に対応

できないことについて、センター職員が心苦しいというような

報告を受けているところでございます。 

 このことについて、センター長から追加で何か報告すること

があればお願いしたいのですが、いかがでしょうか。 

 

ふじみ包括  皆さん、大丈夫ですか。 

 そうしましたら、ふじみ包括支援センターです。 

 ここに書いていただいているとおりなんですが、ちょっとメ

ール相談の印象としましては、ご高齢の方のみならず、いろい

ろな方が市のホームページからとか目にしたりとか、チラシ等

を見てメール打ってみようという方もいらっしゃるんだろうな

というのはありました。ただ、ワンストップのことを考えば、

そこから電話に誘導していってお話を聞いて、このメール相談

の①は実際は障害の福祉課でしたから、そういったところに連

携が取れていくというのは必要なことかなというふうに感じて

おります。 

 実際に、私も年末年始でご家族の方が海外に帰国後と言って

いいのか、そちらでお住まいなので、そちらに戻られてからお

礼のメールを頂いたりとかもありましたので、かなりやはり時

代に即して、離れていても相談がつながるというところはプラ

ス面があるかなと。 

 ただ、やはりメールでは、やはり声だったりとか顔の見える

形での相談ではないので、やはり言葉だけで見るという限界も

あるので、これは各センター長でも話し合っておりますが、可

能な限り電話に、対面に誘導していく形は取っておるところで

す。 

 以上になります。 
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会長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、何かご質問、ご意見等お気づきのところがあ

りましたらお願いいたします。 

 Ａ委員、お願いします。 

 

Ａ委員  すごくいい取組を始めたなと思っています。特に、このオン

ラインだとかメール相談というのがまだ我々市民のほうには届

いていないところがあるんですよね。広報を見ても、あまりこ

ういうこと書いていないんですよ。ですから、そういう、これ

をよく徹底した告知をして、家族の年配の人がメールできなく

ても、違う家族の方がメール相談したり、オンラインで相談し

たりできるようにすれば、今コロナの中でもわざわざ出向かな

くても相談できたり、メールでやり取りできたりするのがこれ

すごい有効なのでね、こういうことをどんどん進めていかない

と、ただもう対面で、紙ペーパーでという時代じゃなくなって

きたので、そういうところを皆さんぜひね、進めていってほし

いなと思います。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 Ｂ委員、お願いします。 

 

Ｂ委員  この２番の閉所時にメール相談が今心苦しいという話だった

んですけれども、その対応できないことが課題ということなん

ですけれども、閉所時にメール相談がされても、仕方がないこ

とで、考えようがないのかなと思います。別に、メールなの

で、翌日に返信すればいいだけの話で、課題というほどのこと

じゃないのかなとちょっと思いました。 

  

会長  ありがとうございます。 

 どうですか。そうですよね。そうですよねと私が言うのもあ

れなんですけれども、メールってそういうものですよね。パソ

コン用のメールだと、当然休みの日は見ないで、月曜日の朝に

慌てて取りあえず急ぎのメールないかなみたいなの、そんなの

はよくビジネス上のメールでは当たり前のことなんですが、恐
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らく携帯のメールの感覚でおられるのかもしれませんけれど

も、そこはＢ委員がご指摘になられたとおり、携帯のメールと

は違いますので、そこまでお考えにならなくてもよろしいのか

なと思いますけれども、一般市民感覚からしてもそうなんじゃ

ないのかなと思いますが、どうですかね。 

 副会長、お願いします。 

 

副会長 

 

 多分、宣伝するときに、取り急ぎの場合はお電話でとか、営

業時間にとか、何かそういうふうにしていけばいいんじゃな

い。 

 

会長  ありがとうございます。 

 先ほどのＡ委員のご意見もありましたけれども、広報につい

ては１回、広報に載せたぐらいではなかなか市民に伝わらない

部分もあると思います。今、副会長からご指摘があったところ

もあると思います。広報に工夫をしていただくということでよ

ろしいのかなと思いました。ありがとうございます。 

 そのほか何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、次に進みたいと思います。 

 次第の４番、協議事項に移らさせていただきます。 

 （１）としまして、業務振り返りについてでございます。 

 事務局からご説明をいただいた後、各センター長さんにご説

明をいただいて、その後各委員の皆さんからご意見などをいた

だきたいと思いますが、今日はここに少し時間を取って丁寧に

やっていきたいと思います。来年度の実施方針や事業計画の策

定に向けてとても重要なところでございますので、ご説明終わ

った後、各委員にお一人お一人ご発言を順番に賜われればと思

っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、事務局からご説明をお願いいたします。 

 

事務局  それでは、資料４とＡ３版のカラー刷りのグラフ資料をご用

意ください。 

 資料４につきましては、前回の運営協議会の中で振り返りシ

ートの書式ということでご承認いただいたものでございます。 

 ２ページをお開きいただきますと、ふじみ地域包括支援セン
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ターの振り返りシートとなっております。１番のところ、地域

包括ケアシステムの深化・推進のところですが、こちらの上の

段につきましては、皆様にお渡ししております第８期高齢者福

祉介護計画の中に盛り込まれているものを取りまとめ、記載し

ております。計画の進捗に合わせて達成できることを目標と

し、６センターの共通のことが書かれてあります。 

 中段の「達成でき」「おおむね達成できた」というチェック

欄ですが、12月に地域包括支援センター、高齢福祉課、社会福

祉協議会の地域福祉コーディネーター、生活支援コーディネー

ター、認知症地域推進委員などと振り返りの会をしまして、そ

の中で一緒に確認してチェックされている項目になります。 

 下の段につきましては、各センターで、上の段の計画、目標

に対しての評価をしたものになっております。 

 ２番の重点的に取り組むべき業務、事業としての取組に関し

ましては、ふじみ包括支援センターは基幹型地域包括支援セン

ターと、その他の５つの地域包括支援センターと同じ地域型の

地域包括支援センターを受託しておりますので、分けた形での

振り返りをしております。 

 それから、もう1種類の資料ですが、毎年国が行っている調査

になります。立川市と書かれているのは、高齢福祉課として事

業がどこまでできているかという調査に対して答えたものがグ

ラフになっているもの、ふじみ包括支援センター以下、それぞ

れ地域包括支援センターが調査項目に対して回答しているもの

がこのようなグラフになっております。青い点線で表されてい

るグラフに関しては立川市が評価しているもの、その上に実線

で書かれている色とりどりのグラフについては、各包括支援セ

ンターが自己評価したものなっております。 

 今回は、調査が始まる前に各調査項目について、その調査項

目について、内容の確認をセンター長と行いましたので、大き

なずれが生じなかったとみております。 

 説明は以上になります。 

 それでは、ふじみ包括支援センターのほうから３分程度で説

明をお願いいたします。 

 

ふじみ包括  では、ふじみ地域包括支援センターです。 
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 ３分ということですので、全て細かくというよりは、後ほど

質問を受ける形でお伝えできればと思います。 

 ２ページ目をご覧ください。 

 最初の地域包括ケアシステムの深化・推進については、こち

らに書かせていただいているように、様々な課題について、項

目別にチェックをしていったところです。まだまだ、計画の令

和３年から５年までの計画のうちの１年目ということで、ちょ

っと十分でなかった、スタートをこれから切るというところも

ありますが、おおむねできているように思っております。 

 中段の２の（１）ですが、ふじみ包括支援センターは基幹型

地域包括支援センターでもございますので、このコロナ禍にお

いて、様々な業務連絡会であったりとか事業者連絡会等々の運

営、研修会、連絡会等を実施している事務局の機能も有してお

ります。高齢福祉課のみならず、行政各課と調整をしながら実

施に向けて進めていったところで、実際はオンラインも行いな

がら、ただ、高齢福祉課からもこのお話あった中で、個別ケー

ス、特に虐待のケースであったりとか、個人情報を扱うような

ところは、オンラインを避けて、対面を感染防止対策を取りな

がら行ったりをしました。また、ハイブリッドで対面とオンラ

インを組み合わせるなどして、各業務連絡会、事業所連絡会

等、効果が出る形で実施していったところです。 

 以下、地域型の地域包括支援センターの項目になりますが、

このふじみ包括センター全体的に、私の前任から、職員が多く

異動、ちょっと退職、入職ということでメンバーが替わったと

ころで、年度の前半は非常に予防プランも含めて、少し周りの

サポートも受けながら進めていったところです。夏頃から、比

較的リズムもよくなり、非常にセンター内でもスムーズにでき

ることが増えていったかなというふうに感じております。 

 一つ一つのちょっと項目には触れられませんが、包括支援セ

ンターですね、引き続き努力していきたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

はごろも包括  はごろも包括支援センターです。よろしくお願いします。 

 私たちは、地域共生社会に向け、多世代多様を受け止める支

援、参加（社会とのつながりの回復）の支援、地域住民の多様
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な活動の場の確保ということを目標にして、まず初めはＩＣＴ

の活用により地域住民同士の新たなつながり支援を行いながら

推進してまいりたいと思ってやってきました。 

 相談体制としては、多世代多様な内容になっているため、ま

ずは受容し、対応していこう。断らない、あと排除をつくらな

い支援をという目標は立ててやってまいりました。 

 種々の相談の課題から地域の課題を見出して、その課題解決

のために小地域ケア会議などを利用いたしまして地域づくりを

していく努力をしました。また、ちょこっとボランティア登録

者がある程度の人数おりますので、また助け合い活動、ごみ出

しが中心となりましたが、コロナ禍でも非常に推進できたと思

っております。同時に、見守り体制ができてきたと思っており

ます。 

 このちょこっとボランティア登録者によるはごろも包括独自

の活動の参加者を中心に再編成したグループ活動を立ち上げ

て、今３グループから４グループできつつあります。 

 ＩＣＴに関しましては、「錦・羽衣をネットでつなげよう

2021」などと銘打ちまして、スマホ講習を地域の高齢者の方に

受けていただき、12月までで18回、243名の方に受けていただい

ていますけれども、非接触でも継続してできるつながりづくり

をやってまいりました。Ｚｏｏｍでのコミュニケーションは、

間接的にはなりますけれども、マスクなしでお互いの表情が分

かるメリットもあります。今後も新たなつながりづくり、そし

て地道な地域の方の参加できる小グループも並行してやってい

きたいと思っております。 

 以上です。 

 

たかまつ包括  たかまつ包括支援センターです。よろしくお願いいたしま

す。 

 たかまつ包括支援センターでは、14ページの２番の重点的に

取り組む業務というところで、①としては新しい生活様式に合

わせた情報提供や地域のつながり等の工夫、孤立予防への取

組、地域で活動している事業所やグループなどと協働すること

で地域力向上を目指すというところで、包括支援センターだけ

ではいろいろちょっと、たかまつのエリアはマンションが乱立
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したりとかしてなかなか地域が見えにくい場所になってきてい

まして、包括支援センターだけの努力ではなかなか地域の状況

が把握できないというエリアになっておりまして、なので、地

域の力を巻き込みながらいろいろな支援を考えてくるというこ

とで、今年度はいろいろチャレンジしてみました。①の新しい

生活様式に合わせた情報提供や地域とのつながりの工夫という

ところでは、先ほど一番初めに相談体制のところでメール相談

のところで件数を上げていたんですが、我々やはり今キーパー

ソンが働く世代、これからみんなが働く世代という時代になっ

てきますので、できるだけ介護離職を防ぎたいとか、介護して

いる方々、働いて介護している方々の負担を避けたいというこ

とで、その方が連絡を取りやすいツールを電話なりメールなり

何がいいのかということでご紹介をして、それで連絡が速やか

に取れるようにというふうに努めております。 

 あとは、地域住民からうちの地域福祉コーディネーターへの

相談が、包括に相談もいただくんですけれども、コーディネー

ターに相談のご連絡いただくことも多くて、コーディネーター

とも情報を共有しながら地域住民のお困り事とかニーズ把握な

どにも努めることができました。 

 孤立予防の取組としては、前段申し上げたようにちょっと見

えにくいエリアとなっておりますので、前年度からもずっと、

コロナが始まった頃から継続していますお手紙作戦です。今年

度は、夏は熱中症予防とかフレイル予防をまとめたものを229

通、冬は年賀状を79通というふうに送付をさせていただきまし

て、これは、これも以前からやっている地域の世代間交流の場

である「あたみ」という会に参加している子供たちにイラスト

を描いてもらったりとか、協力をしてもらって年賀状を作成し

て送付しております。その手紙を見た方からお礼のまたお手紙

を頂いたりとか、相談があったりとかして、それなりに反応が

出てきておりますので、効果は出てきているかなというふうに

はちょっと思っています。来年度コロナのほうがどうなるか分

からないんですけれども、来年度以降もこれは継続していきた

いなというふうには考えています。 

 それから、３番目の地域活動をしている事業所、グループな

どとの協働ということなんですけれども、立川市で緑化推進事
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業というのがあって、それを地域の方がやっていらっしゃると

いうことで、その緑化活動のほうに今年度は参加をさせていた

だいて、花の植付けとかのお手伝いとか、あと花を置いてと

か、そういったことを地域の方々と一緒にやっています。そこ

には中学校のＰＴＡさんとかも来ていたりとかして、中学校の

ほうにもボランティアのお願いできないかと申入れをしたりし

ました。あとはコーディネーターさんが地域のいろいろな企業

さんにお声かけてくださったりとかいろいろネットワークを広

げてくださっていますので、今年度もスマホ教室なんかも企業

の力を借りてやったんですけれども、来年度この仕組づくりを

また広めていけるようにしたいなというふうに思っています。 

また、ボランティアさんに縫い物をしてもらうちくちく隊と

かお花をいっぱい育ててもらうお花いっぱい咲かせ隊とか、今

年度仕掛けづくりをしまして、ボランティアの活動も広げてい

きたいし、それによる地域の活性化とか、いろいろなつながり

をつくっていきたいと考えています。 

 あと、今年度のうちの成果としては、今まで認カフェがうち

は全然立たなくて苦戦していたんですが、今年度はＺｏｏｍで

開催しようということで始めてみました。それで、実はＺｏｏ

ｍで開催していたんですが、なかなかそれも苦戦していて人が

集まらなかったんですが、ほかの項目のところに書いてあるん

ですが、ＵＲの５者懇談会を前年度から始めておりまして、そ

の流れでＵＲの集会室を利用できるということが分かりまし

て、そこで、ちょっとコロナが落ち着いた時期に対面式でカフ

ェを開催するというふうにいたしましたら、またそこで、コロ

ナの影響もあって皆さん人恋しかったのもあるのかもしれない

んですけれども、かなりたくさんの方が参加してくださるよう

になりまして、にんカフェ来年度も何とか続けられるめどが今

立ち始めています。 

 あと、ちょっと心配の案件としては、虐待の通報が今年度う

ちはとても少なくてですね、ちょっとやっぱり見えていないと

いうところもあるので、ちょっと心配しているところなんです

が、プラス独り暮らしの方がとても多いので、セルフネグレク

トのケースとかが埋もれてしまっているんじゃないかというこ

とがありましたので、来年度はそこも含めてもう少しいろいろ
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考えていかなければいけないなというふうに考えています。 

 以上です。 

 

会長  では、わかば包括先に、並び順がいつもとちょっと違います

けれども、お願いいたします。資料の順番で。 

 

わかば包括  この資料に書かれているとおりなんですけれども、一番はＩ

ＣＴを活用した業務の効率化と、サテライト包括、出張包括と

いうことと、「人と情報の拠点ＢＡＳＥ☆298」の立ち上げに包

括として協力できたというところが大きなところかと思いま

す。 

 具体的に言うと、栄町地区と若葉町の地区というのはちょっ

と距離が離れておりまして、わかば包括がある若葉町地区に栄

町の方々が相談に来るということはやはり少し大変なことだな

ということをこれまでもずっと考えていたので、栄町の地区で

相談ができるようにということで、栄町にある「キッチンさか

え」さんの場所を提供していただいて、週に１回、ここは固定

で週１回必ず開きましょうということで出張包括をオープンす

ることができたのはよかったなと思っています。必ず相談に来

られる方もいますし、電話相談があった後も、栄町の方でした

ら、栄町で週１回やっていますので、そちらのほうへどうぞと

いうふうな声かけをした際に、それはよかったわという、若葉

まで行くの大変なのよという声も聞かれましたので、その点は

きっとよかったなというふうに思っております。 

 あと、若葉町団地のほうの店舗を利用して包括のサテライト

を設置しまして、これも若葉町団地高齢化が進んでいまして、

やっぱり同じ若葉町でもあるんですけれども、高齢者の方とい

うのはその短い距離歩くのも大変だということを常々聞いてお

りましたので、お買物がてら、郵便局に行きがてら相談できる

場所ができたらなと思って、来られる方々としてみれば気軽に

何か寄りやすいわねというような声が聞かれたので、こちらも

よかったなというふうに思っております。 

 それと、「人と情報の拠点ＢＡＳＥ☆298」、これは地域の

方々で運営していくものなんですけれども、立ち上げ当初はや

はり包括職員が協力してどういうふうにしていったらいいかと



12 

いうことで会議の場にも参加させていただいて、おかげさまで

今では包括職員も１名、私が参加するぐらいで、地域の方々が

中心となっていろいろなことを考えて実行していってくださっ

ているので、非常に立ち上げができたということはすごくよか

ったと思っています。まだ課題もたくさんあって、継続してい

くことも大切ですので、次年度に向けてまた課題はたくさんあ

るんですけれども、取りあえずオープンできたことはよかった

なと思っております。 

 あと、もう一点、ＩＣＴを利用したところでは、先ほどもメ

ール相談のときもそうだったんですけれども、職員全員がやは

り機械に詳しいというわけではないので、全員が操作できるよ

うに、小地域ケア会議では担当決めをして、毎回毎回違う職員

でＺｏｏｍの会議を立ち上げしてみましょう、こういうふうに

してみましょうとマニュアル作りもして、全員が操作できるよ

うにしてきました。 

 また、わかば包括は全員が集まる日が週に１回の全体のミー

ティングの日しかないんですけれども、それ以外はそれぞれの

各拠点ですね。出張包括の場所であったり、サテライト包括で

あったり、本日、チームのわかばの包括であったりというとこ

ろで、職員がそれぞれに配置して仕事をしているんですけれど

も、毎朝Ｔｅａｍｓを使ってミーティングを行ったり、全員が

同じ部屋に集まらないんですけれども、相談したいことがあっ

た場合はすぐ声かけをして、そのＴｅａｍｓで相談することも

できているので、すごく動きやすくもなっているのではないか

なというふうに感じております。 

 何よりも、ＩＣＴを利用したことによって、包括の一番最後

のその他のところにも書いてあるんですけれども、センター合

計で月間の平均残業時間数が３時間以下に抑えられたというの

はすごく成果があったことだなというふうに思っております。 

 以上です。すいません、何回も何回も。 

 

会長  では、さいわい地域包括支援センター。 

 

さいわい包括  さいわい地域包括支援センターです。今年もどうぞよろしく

お願いします。 
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 それでは、さいわい地域包括支援センターは24ページからに

なります。 

 まず、最初の１番ですね。地域包括支援ケアシステム深化・

推進に関してですけれども、認知症施策に関しましては、認知

症地域推進委員を中心に、定期的な認知症サポーター養成講座

及び市内小学校向けが定例化しましたので、認知症ポジティブ

という新たな概念の取組、またにんカフェの感染対策をしなが

らのオンライン開催など、新たな試みができていると思いま

す。 

 そして、２番目の重点的に取り組む業務、事業としての取組

について、２番です。必要な関係機関との連携を図るのみでは

なく、専門職等による多角的なアセスメントとともに、地域課

題に対して新たな試案を随時検討というところですけれども、

こちらについては、包括内３職種でお互いの専門性を生かし

て、アセスメントや同行訪問など、地域課題につながっている

かと思います。定期的に開催しております小地域ケア会議にお

いては、今年１年かけて地域包括ケアシステムについて知って

いただこうということでです。日頃専門職として活動している

地域包括ケアシステムの植木鉢の図というのがありますけれど

も、専門職としての目線、葉っぱの部分ですね。いつもです

と、我々ここに注視しがちになっちゃいますが、我々やはり家

に帰れば一市民となりますので、そういった部分で一般の人、

土の部分も意識しながら、両面を備えて、やはり我々両面で地

域に貢献していかなきゃいけない、寄与していかなきゃいけな

いというところを、お話をさせていただいて理解を深めていた

だいたというところは前年度の特徴だったかと思います。 

 そうしまして、次に25ページのほうに移りますが、総合相談

支援業務についてはですね、相変わらずさいわい地域包括支援

センター区域は総合相談の件数結構多いんです。ただ、対応の

遅れとか、そういったことはなるべくなくなるように、チーム

内で頻回な引継ぎとか、口頭での口頭文書を使った引継ぎと

か、そういったところでなるべく漏れのないように、対応をい

ち早くというところではおおむねできたかなと思っておりま

す。 

 そして、３番目の包括的・継続的ケアマネジメント支援業務
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においてはですね、先ほども申しましたとおり、小地域ケア会

議を活用して、介護保険事業所に対して、地域包括ケアシステ

ムの理解促進を図りました。ただ、自立支援、介護予防の形と

いう、要介護の方を重度化しないという概念をつくる過程にお

いては、思うようなちょっと深化が望めませんでしたので、若

干評価が落ちている部分ではあります。ただ、この年度末に差

しかかって、大分進みがよくなってきておりますので、次年度

に向けて大きく前進したいなと考えています。 

 あと、４番目です。介護予防ケアマネジメント業務について

は、このＩＣＴについてなんですけれども、なかなかやはりこ

のコロナの状況で、ＩＣＴを広めようと思ってもなかなか思う

ようにいかず、ある地区では、スマホ教室などを企画したんで

すけれども、やはりコロナが邪魔をしてしまいまして、なかな

か実現に至らなかったというところもございますので、これに

ついてはやはり次年度以降も、継続して新たなつながりのほう

を模索していくというところを検討していかなければいけない

というところでございます。 

 おおむね以上でございます。 

 

会長  では、かみすな包括、お待たせしました。 

 

かみすな包括  かみすな包括です。よろしくお願いいたします。 

 29ページからになります。 

 重点的に取り組むべき業務というところから始めさせていた

だきたいと思うんですが、そこには、コロナ禍ではあったんで

すけれども、地域が見えなくなってしまったという課題を少し

感じておりまして、少しずつ、地域に出向いていったらどうか

というところで課題を上げさせていただいていました。 

 そこでは、今回交通不便の陳情書のことがきっかけなんです

けれども、西砂川エリアでは「魅力ある西砂川地区へ」の取組

だったりとか、地区の防災訓練に取り組むことができていま

す。一部自治会組織さんとは災害時の安否確認の課題を共有し

たりとか、地域のニーズと実現可能なものとかをお互いに共有

することができたことで、新たな課題への準備をしていく手が

かりができたかなというふうに思っております。また、各地域
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でスマートフォンの介護予防教室をやっていると思いますけれ

ども、こちらのほうでも地域の方と課題を共有したことで、ス

マートフォンの教室を実施するような取組もできるようになり

ました。これからも、地域からの幅広い相談をお受けして、共

に解決できるような相談窓口となれるように、地域に出向くこ

とに注力したいなというふうに思っております。 

 また、かみすな包括のほうでは人員の課題というのが上がっ

ていたかと思います。個別に職員のほうに過重な負担を感じる

ことなく業務に携われるよう、事務所内の会議の実施の継続だ

ったりとか情報共有、コミュニケーションを図って、全員で取

り組む事業のマニュアル作成などの業務改善を行いました。残

念ながら、人員の入れ替わりというのは職員の事情もあって否

めなかったのもあったんですけれども、今休職中の職員が戻っ

てくるときに、また全員でできるような形にして取組を継続し

ていきたいなと思っております。 

 30ページの包括的・継続的ケアマネジメント業務のところな

んですけれども、立川市６包括全体で取り組んでいたところで

もあるんですけれども、Ａｙａｍｕだったりとか電子媒体を使

っていけるよう各事業所に取り組みをうながしておりますが、

圏域の特徴として、近隣の市外事業所との連携という課題が見

えてきました。来年度は、その近隣の事業所さんとの連携のと

ころを注力していけたらなというふうに思っております。 

 また、予防ケアマネジメント業務のところなんですけれど

も、包括支援センター職員間で自立だったりとか介護保険総合

事業について改めて知識を深めて、その目的意識というのを高

めることができたかなというふうに思っております。それがで

きたことで社会資源を改めてまとめていく必要性を感じており

まして、来年度の課題なのかなというふうに思っております。 

 地域ネットワークの充実のところなんですけれども、介護保

険にとどまらずに、地域を巻き込んで個別課題の解決に取り組

むことができるように、民生委員さんとの懇談会の実施の拡大

を行うことができました。民生委員さんの様々な負担を視野に

入れて今後も懇談会を継続し、立体的な取組、例えば管理会社

さんであったりとか自治会を巻き込んだものにつながることが

できるように、継続をして取り組んでまいりたいと思っており
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ます。 

 32ページ、認知症施策のところなんですけれども、かみすな

包括のほうでは小学校のほか、中学校でも認知症サポーター養

成講座を行うことができました。小学校で受けたことのある生

徒が中学生になって再度認知症サポーター養成講座を受けるこ

とができるという連動性を大事にした講座にしていきたいと思

います。継続して中学校の方にはやっていってもらいたいなと

思っております。 

 33ページ、ちょこっとボランティアのところなんですけれど

も、なかなかコロナ禍で活動が難しかったりとかもあったんで

すけれども、勉強会の機会にもなる介護予防教室などへのお声

がけをすることで継続的な関わりを持てるように工夫して、ち

ょこっとボランティアさんのモチベーションの維持にも配慮す

ることができました。今後も安心してボランティア活動を行え

る範囲と環境を模索して、提供できるように努めていきたいと

思います。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございました。 

 今のご説明をいただきましたが、また事前に資料などを読み

込んでいただいていることもあろうかと思います。各委員の皆

さんから、感想でも結構です。また、ここ、このセンターに聞

きたいんだという個別に聞いていただいても結構ですし、全て

のセンターから説明が必要だということでも結構でございま

す。順番に各委員の皆さんからご発言をお願いできればと思う

んですが、順番は、そうしたら、こう来たからＣ委員からお願

いしていいでしょうか。 

 

Ｃ委員  こちらで表を見ますと、介護予防ケアマネジメント、介護予

防支援、ここのところの包括を見ても、何だろう。何か感じま

せんか。かなり半分ぐらいの評価ばかりなんですが、これは何

でだろうなというのが正直な感想です。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 
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 それでは、細かい項目とかもあろうかと思います。ご説明を

お願いできますか。どなたからお願いしましょうか。 

 

事務局  介護予防推進係でございます。 

 今、Ｃ委員からご指摘ありました介護予防ケアマネジメント

の部分についてですが、前回、前々回の協議会でも議題に上が

っておりましたが、プランのところですとか、そういったとこ

ろですね。従前から出ております包括支援センターの人員の業

務量の限界というのもありますので、そこは効率化を図るとい

うことで前回結果お伝えしたところでございますが、まず手を

空けないことには取り組めないというところも現実問題として

ありますので、なるべくそこを今、担当のほうでもホームペー

ジに記載例を細かく載せたりですとか、問合せをしないでもそ

こを確認していただければ分かるような形で整理をしたりと

か、そういったところを取り組んでいるところでございます。

なかなか100％来年すぐというのは業務量の問題もありますので

難しいところではあると思いますが、細かいところでケアマネ

ジャーさんですとか包括職員の方の一々問合せをしないと分か

らないとか、担当がいないから分からないとか、そういったと

ころの手間はなるべくなくなるような形で今準備を進めている

ところでございますので、なかなか全ての職員の方が100％満足

いくような形というのは難しいと思いますが、できる限りの改

善を図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。つまり、点数が伸びない理由は分か

っているんだ。そこに一生懸命今取り組んでいるところだ、こ

ういうことなんですかね。 

 

事務局  全体的に50％とか、そういったところの数字になっているん

ですが、残りの50％全てがそこに当てはまるということではな

いんですが、なるべくこのうちの10％でも20％でも該当すると

ころの課題把握、つかんでいるところはなるべく早急に改善を

したいということで、一応小さなところではありますが、取り

組んでいるところでございます。 
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会長  ありがとうございます。 

 Ｃ委員、よろしかったでしょうか。 

 

Ｃ委員 

 

 大変だと思います。ありがとうございます。 

 

会長  そうですよね。簡単な話じゃない。大変だと思います。 

 これは、実はもうどうしようもなくて困っちゃっているん

だ。手をつけられなくて困っているんだみたいな項目があるの

であれば、それは申告していただかないといけないと思ってい

るんですが、そういうのはないですか。 

 

事務局  そこまで本格的に、全面的にまだ取り組めていないところで

ありますので、課題につきましては、これから諸々出てくるこ

とがあれば順次ご報告させていただこうと思うんですが、あと

は行政側の職員の時間の問題であったりとか、例えば人員配置

の問題であったり予算の問題であったり、そういったところは

早急に改善するというのはなかなか難しいところでございます

ので、なるべくそこを使わない形で改善できるところからとい

うことで取り組ませていただければと思います。 

 

会長  ありがとうございます。 

 立川の地域包括支援センターの得手不得手というかね、得意

なところ、得意じゃないところというのは、こういうチャート

にしちゃうと出てきてはっきり見えちゃうので、ぜひ苦手を克

服するようにお願いをしたいと思います。ありがとうございま

す。 

 Ｂ委員、いかがでしょうか。 

 

Ｂ委員  ちょっと具体的なところなんですけれども、最初のふじみ包

括さんの１人ケアマネ事業所の支援という、１人ケアマネって

何か所ぐらいあるものなんでしょうか。 

 それと、こういう１人ケアマネというのは、ケアマネの資格

を取って、例えばどこか何かそういうところで働いた上で独立

していくパターンなのか、それともいきなり自分で開業してい
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くという、開業という枠組みは分からないですけれども、そう

いう、そこら辺ちょっとどういう感じなのかという。 

 

会長  お願いします。 

 

ふじみ包括  Ｂ委員、ふじみ包括のエリアの１人ケアマネということでよ

ろしかったでしょうか。市全体のという。 

 

Ｂ委員  分かればですよ。 

 

ふじみ包括  そうしたら、どうしましょうか。では、ふじみ包括の第一地

区でいいますと、１人ケアマネジャーの事業所は２か所という

ふうに把握しております。 

 それと、大体どこかで経験を積まれてから独立されている方

が市内でも多いと思っていますが、単独の居宅介護支援事業所

だけの単独というよりは、併設して訪問介護だったりとか訪問

看護だったりとか、そういった事業所といますので、その事業

所さんも入れれば複数の職員がいるというところです。それが

ふじみのエリアということになります。 

 

Ｂ委員  分かりました。ありがとうございます。 

 

事務局  介護保険課長です。 

 今年度、単独、いわゆる居宅介護支援事業所だけの新規の設

立は２つほどありまして、２つとも特養でお勤めになっていた

りとか、あるいは包括とか、そういうところに勤めて、とにか

く経験を持った方が今年度は、途中でありますけれども、２か

所設立というような状況です。 

 

Ｂ委員  ありがとうございます。 

 それで、日常の相談や事例検討を通じてやり取りしていると

いう、それは定期的にやるんですか。それとも年に何回かやる

とか、そういうのはどうなんですか。 

 

ふじみ包括  まず、小地域ケア会議の中で定期的に会う機会もあります。
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それとですね、あとは委託をさせていただいているケースも含

めて、ケースを通じて相談をさせていただいたりする場合もあ

りますので、もちろんその１人ケアマネの事業者の管理者とい

う方ともコミュニケーションを取っておりますので、機会とし

てはかなり様々な形であるという状況です。 

 

Ｂ委員  ありがとうございました。 

 もう一点いいですか。 

 

会長  どうぞ。 

 

Ｂ委員  これからヤングケアラーの問題はかなり検討する課題として

上がっているのかとは思うんですけれども、僕もこの間グルー

プワークみたいなのをちょっと参加したときに、特に子供が相

談できる環境とかという、どうしてもそっちのほうに目は行き

がちなんですけれども、親が結局押しつけるじゃないんですけ

れども、そういうケースも多々あるのかなと思っていて、では

親がどのぐらいそのヤングケアラーのことを認識しているのか

なというのが、元をただせば、そういうケースだけではないと

は思いますけれども、親が認識していればそういうひとつヤン

グケアラーの問題も何かちょっとクリアできる部分もあるのか

なというのはちょっと感じているところです。 

以上です。 

 

会長  今のご意見について、何かどなたかご説明をいただけます

か。 

 

事務局  地域包括ケア推進係です。 

 ヤングケアラーにつきましては、現在重層的支援体制整備事

業という、様々な相談機関であったりとか、支援をする部署な

どと連携するような事業準備をしている中で、幅広く周知であ

ったりとかを取り組んで行きます。高齢者のケアをしている場

合、障害者のケアをしている場合、兄弟のケアをしている場

合、いろいろなパターンがあろうかと思いますので、様々な部

署と連携をしながらどういった周知、どういった支援が必要か
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というのを少しずつ検討している段階ということになります。

まだまだ先は長いかもしれませんが、一歩一歩準備を進めて、

周知も含めてやっていきたいというふうに思っております。 

 

事務局  地域包括支援センターとしましては、今年度、高齢者虐待防

止ネットワーク連絡会に運営協議会委員のご協力を得まして、

ヤングケアラーのことを取り上げました。地域包括支援センタ

ーが関わる高齢者の支援の中で、ヤングケアラーの方が主介護

者となっている世帯があるのではないかということがありまし

たので、きちんと認識をするために取上げ、検討いたしまし

た。 

 

会長  ありがとうございました。 

 よろしいでしょうか。 

 では、ほかに。 

 では、お願いいたします。 

 

副会長  私は、一応権利擁護をパックにしたいんです。 

 権利擁護全体としては皆さんよくやっていらっしゃるという

ことで、最近立川市民から後見人になるケースが実際包括のほ

うでよくやっているなという実感と振り返りが一致してよかっ

たなと思って、次年度に向けてということでいえば、成年後見

制度利用促進基本計画というのが、次期計画というのは多分今

年の３月ぐらいにできるということで、その中で成年後見だけ

じゃなくて広く権利擁護支援、そういう成年後見だけじゃなく

て、やっぱりいろいろな複数の選択肢がある中で、事業者によ

って一番ヒットするものをやっていきましょうみたいな、そん

なことが多分出てくると思うので、となってくると、結構包括

のほうも、今まではあんしんセンターに送り込めばよかったか

もしれないけれども、それだけに限らないというところも出て

くるかなということで、ちょっと何か今後も大変な業務になっ

てくるな。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。権利擁護パーフェクトですものね。1
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00％、全部ね。全部こうだといいですね。先生の目から見ても1

00という点数を打ち出してもらったセンターなんですけれど

も、納得いくんですね。よく分かりました。ありがとうござい

ます。 

 では、Ａ委員、お願いいたします。 

 

Ａ委員  まず最初に、17ページの２番、たかまつさんにちょっとお聞

きしたいんですけれども、達成できたとおおむねが、達成でき

ていないとおおむね達成できたと２つ印ついているんですよ

ね。これどちらなんでしょうか。17ページの２番の一般介護予

防事業。 

 

たかまつ包括  一般介護予防事業ですよね。 

 

Ａ委員  はい。おおむね達成できたと達成できないとが、印２つつい

ているんですよね。これどちらなんでしょうか。 

 

たかまつ包括  これは、達成できないですね。 

 

Ａ委員  達成できていないということですか。 

 

たかまつ包括  できていないということです。できていません。 

 

Ａ委員  できていないですね。 

 

たかまつ包括  すいません。地域体操クラブについては、なかなかやっぱり

ちょっとうまく構築できなくて、１か所あったんですけれど

も、そこも活動を終了してしまったというところがあって、そ

の後全然、その後が続かないんです。なかなか、配信型で体操

の教室をやってみようかとかいろいろ考えたんですが、ほかの

サイトの閲覧数を見ると大分厳しい状況だなというのをちょっ

と思って、それでちょっと今年度は諦めました。なので、達成

できていません。 

 

Ａ委員  分かりました。ありがとうございます。 
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 それとですね、自分なりにちょっとこれ今回分析してみて、

ただいろいろ項目があって、達成できた、達成できていないと

か、おおむねできたということで、ちょっとこれだと分かりづ

らいということで、ちょっと発表させてもらいます。点数をつ

けさせていただきました。14項目ありまして、満点が100点とし

て、1,400点。それで、ふじみがまず1,000点です。はごろもが

1,130点、たかまつが970点、わかばが1,180点、さいわいが910

点、かみすなが1,240点という形になっております。これ数字が

合っているか、合っていないか、各皆さん計算し直してくださ

い。要するに、達成できたが100点、おおむね達成できたが80点

という形で、ある程度達成できたが50点という形で点数で自分

なりにやってみました。 

 そうすると、いろいろ問題が出てきて分かるんですけれど

も、要するにできているところは、かみすなさんがほとんど

1,240点。でも、さいわいさんは910点という開きが出てくるん

ですよね。そういうところを各センターさんのほうがどういう

分析して、今後どのようにつなげていくかというのが大事にな

ってくるので、これは後の報告だけではい終わりましたじゃな

くて、これをどうしていくかということを各センターさん本当

に考えて、真剣に取り組んでいってほしいなと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。細かく分析していただいてありがと

うございます。 

 ということで、まず各センターからの自己評価ですよね。自

らに厳しく点数を出したところもあろうかと思います。甘くと

いうことはないでしょうけれども、前向きに捉え過ぎたところ

もあるのかもしれませんし、これは差が出るとは思うんです

が、そういうことも含めて何かありますか。うちのセンターは

こういうふうに点数つけましたみたいなもし言いたいことがあ

ったら。Ａ委員がせっかく計算してくれましたから、これに対

して実はこうなんですと。言い訳でもいいですよね。大丈夫で

すか。 

 いずれも、じゃ今Ａ委員がおっしゃってくださったように、
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これを達成できたのほうに少しでも左側につくような努力とい

うのを重ねるという認識でいいですかね。何か具体的にこうい

うふうにして上げますというプランが今具体的に頭の中にあれ

ばお示しをいただきたいと思いますけれども。ここには書かな

かったんだけれども、こういうふうに変えていこうというのが

ありますか。 

 

ふじみ包括  そうしたら、もしよろしければ、ほかのセンターの皆さん

も。 

 ふじみ包括センターです。Ａ委員、ありがとうございます。 

 今のＡ委員の言葉を励みにですね、頑張っていきたいなとい

うのはあります。それで、私たちの６包括のセンターは、この

点数を競い合っているものではないというところがありますの

で、あしたもありますが、センター長集まっての話合いもしな

がらですね、この平均点を取っていくではなく、各センターが

上げていくというか、Ａ委員が言っていただいたように、それ

ぞれの長所、短所はあるというふうにも思っておりますので、

それぞれのいい部分を吸収させていただきながら、立川市全体

の点数を上げていきたいなというふうに思っております。本当

にありがとうございます。励みに頑張ります。 

 

会長  ありがとうございます。代表して基幹型が話してくれまし

た。ありがとうございます。 

 では、Ｄ委員、お願いいたします。 

 

Ｄ委員  私は、先ほどの副会長と同じに、権利養護業務がとても気に

なります。ここを見ると100％ということですけれども、実際今

高齢者が独り暮らしの方に多く、そして近所付き合いもなく、

そしてこのたび２年ぶりに独り暮らし調査をやったんですけれ

ども、今までですと緊急連絡先に兄弟とか、それからめいっ

子、おいっ子とか、そういう欄に連絡先を書かれる方がいたん

ですけれども、ここのところの調査でまるっきりいないという

方が何人かやっぱりいらっしゃいました。つまり、他人と関係

が持てていない高齢者の方が実際はたくさんいるんですよね。

そういう方がこういう権利養護とかそういう制度をご存じかと
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いうと、私たちみたいにこういう会議に出ていると、成年後見

制度だとか、そういうことが分かるんですけれども、実際はそ

ういうことを全然ご存じない方がたくさんいらっしゃるんだと

思います。立川市のほうでも利用促進計画がまとまりつつあり

ますけれども、やっぱり一般の市民の方にこういう困ったこと

はこういう制度があるんだよということの周知をこれからこの

部分に関してはしていかなくちゃいけないんだなというふうに

思います。まちねっとというのは結構読まれているんですね。

あれ印刷はきれいで、そんなに難しい言葉で書かれていなく

て、本当に開きやすい、見やすいペーパーで配布されています

ので、そういうところでの周知とか活発に行って、一般の市民

の方が自分たちの権利を守れるように、そして市民として、虐

待とかそういうことに対しても尊厳が守られるようにしていか

なくちゃいけないんじゃないかなということはすごく思いま

す。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 今のご意見について、何か補足ありますか。 

 はい。 

 

事務局  先ほど委員からも話がありました成年後見の利用促進計画が

できますので、その中で権利養護支援が必要な人を地域の中で

早い段階で見つけて、必要なところにつなげていく仕組みがこ

れからできていくと考えております。 

 福祉総務課長から説明をお願いできるでしょうか。 

 

事務局  ただいま成年後見の利用促進理論につきましてご紹介いただ

きました。この間、10月の議会で素案のほうをお示しさせてい

ただきまして、今年３月でいよいよ原案のほうが作成されます

ので、そちらを３月議会でお示しした後に策定されるというこ

とでございます。 

 今回、利用促進計画を策定している中で非常に思ったこと

は、やはり成年後見、権利養護という、そういった制度が今の

社会の中であまり認知がされていないというか、あまりほとん
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ど周知がされていないために知らない方が非常に多いなという

ふうに、今回いろいろな方からご意見を頂戴した中で私自身感

じていまして、やはり立川市もここで利用促進計画が策定され

たならば、次年度以降、地域の中でいかに連携を取りながら、

地域の中で例えばオレオレ詐欺とかですね、そういった特殊詐

欺にかからないように、周りが見守りながらそういったネット

ワークを築いていくと、そういったことが非常にこれから重要

になってくるんじゃないかなというふうに今考えております。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。ぜひ期待したいところであります。

よろしくお願いいたします。得手はもっと伸ばすということで

お願いいたします。 

 Ｅ委員、お願いいたします。 

 

Ｅ委員  私はちょっと小さく質問したいんですけれども、わかば地域

包括支援センター、私栄町に住んでいるので質問したいんです

けれども、立川通りのところに出張包括週１回と書いてあっ

て、そこを何回か通ったことあるんですけれども、ほとんどの

人が知らないと思うんですね。わかば包括自体がすごい遠いと

ころにあるので、何か栄町の中で包括が見えている部分という

のがほとんど見えないというか、知らない人のほうが多い感じ

がするんですけれども、もうちょっと何か栄町の地域にもそう

いう拠点みたいのがあって、週１回でなくて毎日そこに地域包

括支援センターがやっぱりあるべきじゃないかなというぐらい

距離が遠いと思うんですね。 

 それで、一応出張包括ができて週１回開催されてきた時点

で、今までどのぐらいの方が利用して、どんな相談が多かった

のか、ちょっと教えていただけたらなと思いますが。 

 

わかば包括  利用者に関しては、週１回行っているので、毎回１人とか２

人とかは必ず来ていて、内容に関してはやはり介護保険の申請

手続が一番多いですね。「キッチンさかえ」さんの場所をお借

りするのに、目立たないんじゃないかというのも包括内で話が

出まして、大きな看板を掲げさせていただこうかとか、いろい
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ろ提案もさせていただいたんですけれども、「キッチンさか

え」さん側もいろいろご希望があるみたいで、うまくちょっと

その辺は折り合わなかったですね。 

 本当に栄町地区というのは、包括職員もわざわざ行かなきゃ

いけないぐらいな距離にあるので、何とかしたいというのは

常々は思ってはいて、毎日若葉町のサテライトのように開ける

場所も設けられたらいいんですが、何せ人員と予算とがありま

すので、現時点では難しいかなというふうに思っています。何

か工夫をして、よりその地域の方々と一緒に拠点になるような

場所を見つけてできる方向では考えてはいます。ちょっと具体

的な場所とかというのはなかなか、若葉町とまたちょっと地域

性が違うので、難しい場所でもあったりもするんですよ。ちょ

っと探してはいるところではあります。何か逆にいいところが

あったら教えてください。 

 

Ｅ委員  何か栄町は割と、立川通りの両側はマンションが今どんどん

できていますけれども、ちょっと離れるとほとんど戸建ての家

ばかりですよね。それで、今新しい家もどんどん戸建てができ

ているんですけれども、ほとんどは若い世代、小さいお子さん

のいる若い世代で、あと昔からある戸建ては、私よく犬の散歩

で通るんですけれども、通るたびに雨戸が閉まっていくお家が

すごく多くて、きっとそういうところの方というのは、認知症

カフェとか映画会とかマージャンサロンとかという、わかばが

やっているそういうサービスのところまで多分行けないと思う

んですね。だから、そういう方がすごく多いので、やっぱり距

離的な問題もあるかもしれないんですけれども、何か栄町とし

て見てみると、そういう雨戸の閉まっていく家が多い割には何

か高齢者の影がほぼ見えないような、そういうイメージを感じ

ます。 

 あと、栄町の高齢者の人でもすごく元気な人たちは、ららぽ

ーとの習い事のセンターとかへ行くと、ほとんど高齢者なんで

すね。お試しとかに、絵とかマージャンとか行くと、ほぼ65歳

以上、70代、80代の方ばっかりなんですね、どこも。あと、ボ

ーリング場とか行っても、クラブに入っているのは70代、80代

の元気なお年寄りが多いので、こういうところに行ける人たち
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は別として、さっきそういうサービスが利用できない人や、サ

ービスがあること自体知らない人たちを掘り起こしてもらえた

らなって思います。 

 以上です。 

 

わかば包括  頑張ります。ありがとうございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 Ｅ委員から、「キッチンさかえ」で出張包括をやっているこ

とが目立たないんじゃないかというご質問と、その利用率は

と、利用者どのくらいいるんだというご質問をいただきまし

た。そして、その後段では、もっといろいろな社会資源を使っ

てとか、そういう出張包括に来れない人の対応をというような

ご意見をいただきました。 

 そもそもわかば包括って、ほかの包括と比較しても非常にア

ウトリーチ型だなと私はいろいろな資料を拝見、いつも出して

いただいている資料を見て思っています。先ほどのご説明の中

でも、全員が顔をそろえるのは１週間に１回しかないという、

いかに皆さんがですね、手分けして走り回っているかという証

拠だと思います。そこは１つ強み、得手の部分なのかなってち

ょっと思っています。 

 Ｅ委員からご指摘いただいたように、来れない人のところに

行くということは非常に重要なことで、そういう意味で、せっ

かく出張包括といって力入れて頑張っておられるところに水を

差すようなことを言って恐縮なんですが、本当に出張包括有効

なのかという、そういうことも考えてみていただく必要がある

のかもしれませんよね、限られた資源をどう使うかということ

を考えると。今は、週に１回ぐらいだったらそんなに負担では

ないし、利用者は増えないかもしれないけれども、そういう栄

町でもやっていますという意識づけだったり、市民に対するア

ピールだとか、いろいろな面でメリットがあるのかもしれない

ですけれども、いろいろなことを総合的に判断して継続するメ

リットありということだったらそれでいいと思うし、非常にこ

れは、ほかの包括の皆さんもこのわかば包括の取組を参考にさ

せてもらって、ちょうどいいやり方というのを探していただく
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のがいいのかなと思わせていただきました。ありがとうござい

ました。 

 全員の方にお伺いしましたが、ちょっと言い漏れたとか、追

加で聞きたいとかいうの委員の皆さんあれば。いかがでしょう

か。よろしゅうございますでしょうか。 

 大変重要なことでしたので、ちょっと時間を使っていろいろ

な角度からご意見をいただきました。いずれにしましても、こ

うした分析、評価というのも大事だと思います。これで不得手

のところも得手のところも整理がつくと、不得手のところは克

服していただき、得手のところは伸ばしていただくように引き

続きご努力をお願いしたいと思います。 

 

副会長  会長さん、ご自身いいよ。 

 

会長  そうですか。私も意見言っていいと今副会長が言ってくださ

いましたけれども。 

 ちょっと意見ということではないんですが、拝見していて、

さいわい包括で小地域ケア会議の民生委員の出席率がよくない

というお話がありました。それから、小地域ケア会議に限らな

いのかもしれませんが、オンライン上で開催するという小地域

ケア会議をやっているというところがありました。また、その

民生委員向けにスマホ教室をやりましたというのも、民生委員

だけに限らずあると思います。非常にスマホ教室好評だとかで

すね、力入れましたという、ＩＣＴを使ってというご報告もあ

りました。 

 この辺で、もう一つ、かみすな包括では、民生委員との懇談

会という話で、これ小地域ケア会議とは別にやっているんです

かね。何か各包括工夫を凝らしてですね、地域での見守りだっ

たり、いろいろな連携として有効な民生委員に対して働きかけ

はですね、各センター独自に頑張っていただいて工夫を探って

いただいているなという印象を受けました。ぜひ成功している

ところは共有していただいて、こういうのがうまくいきました

という話につなげていっていただきたいなと思うんです。この

今回の振り返りで、それぞれがやっているなというのが分かり

ました。 
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 私はまた、Ｄ委員の、ぜひ民生委員側でも共有していただい

て、連携を深めていただきたいなと思うんですね。会長、協議

会とかでそんなお話出ていますかね、小地域ケア会議に対して

の取組、各地域でとか。結局、委員さんに聞くことになっちゃ

いますけれども、すいません。 

 

Ｄ委員  会長会で特別にその話は出ないんですが、特に私の地域なん

かでいいますと、民生委員の会議が午前中であるんですよね。

その午後に小地域ケア会議があるんです。やっぱり１日２つの

会議はきついということで、やっぱり参加率が悪いんですよ

ね。でも、これからは、Ｚｏｏｍがもっと民生委員も使えるよ

うになると、午前中は地区民協に出ても、午後は在宅でね、家

の中で会議に出席できればもう少し参加率も上がると思うんで

す。 

 ですから、やっぱり、この間スマホ教室やって、民生委員向

けに。それで、すぐにスマホに買い替えて、ＬＩＮＥもその日

にできた人もいました。ですから、やっぱりこれからはね、い

ろいろな災害のことを思うにつけ、スマホができないと高齢者

も困りますので、スマホ教室というのは、この間は民生委員向

けにやったんですが、これからは地域に向けてどんどん工夫し

て、何か１回受けてみて分かりました。とても業者の人がうま

くそれを教えてくれて、ただで。Ｗｉ-Ｆｉ環境も持ってきてく

れるし、こういうのを利用しない手はないなというふうに思い

ました。だから、本当にＺｏｏｍがね、みんなができるように

なると、やっぱりいろいろな知識が習得できるようになると思

うんですよね。これからの課題だと思います。 

 すいません。会長会で上げますので、なるべく小地域ケア会

議には時間をつくって出るようにしましょうということをお伝

えします。 

 

会長  ありがとうございます。逆に、センター側は開催の曜日に配

慮をお願いしたいと思います。両方とも決まっちゃっているん

ですよね、第何何曜日って。そこが、毎月、毎月同じことにな

っちゃうというのがあるので、もし可能ならばそういうことも

考えていただくと大分違うのかもしれません。ありがとうござ
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います。 

 もう一点だけ、そうしたら各包括のセンター長さんに簡単

に、一言でいいんですが、うちの地域はこういう地域ですとい

う、たかまつ地域包括支援センターがさっきマンションがとて

も多くて見守りの目が届きにくいというお話ありますね。地域

ごとの特徴があるんだと思います。そういう話、今までもよく

出てはいたんですけれども、それを一言ずつお願いできればと

思うんですが。突然振りましたが、お願いします。 

 

ふじみ包括  ありがとうございます。 

 ふじみ地域包括支援センターですが、一言でというのは本当

に難しいと思うので、ちょっとほかの皆さんのために時間稼ぎ

をしていきたいと思っていますが、ハード面とかいろいろなも

のを、見方はいろいろあると思うんですが、高齢化率とかそう

いう視点はいろいろあると思うんですが、やはり、河岸段丘で

坂道が多いとか、川側と災害のときには心配があったりなかっ

たりとか、いろいろな見方あると思いますが、私たちの地域で

いえば、やっぱり一言で言うのは非常に難しいんですが、先ほ

どずっとお話を聞いていた中であっと思っていたところは、や

はりふじみ包括支援センターは富士見町の北側にあるので、そ

ういう意味では我々の場所に、柴崎町、富士見町の方たちが皆

さん来てくださいというのはほぼ難しいという土地柄の地域な

ので、そういう意味では、私たちは出張という形は取っていな

いんですが、民生委員さんの皆様はじめ事業所の方々、いわゆ

る地域を皆さんで一緒に見ていこう。いろいろなどこで相談を

受けたとしても、それが包括に連絡をいただければ、そこは逆

に言えば包括が相談を受けたという捉え方もできるという点

で、そういうふうに地域を全体的に見ているというところが地

域かなというふうに思っています。ちょっと立地条件から入っ

てしまいましたが、すいません。こんなところになります。 

 

会長  ありがとうございます。 

 続いて、いいですか。お願いします。 

 

はごろも包括  はごろも包括です。 
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 はごろも包括は２つの町が圏域内にあるんですが、南武線で

全く区切られていて、特色も随分違います。ですけれども、地

域の力を私たちは借りて今までいろいろな事業を立挙げていま

すが、それぞれの町の力を借りてできてきたことと振り返って

思っています。何かしようとするときに、地域に何か芽があっ

て、そこに一緒に乗って地域の方と包括と協力してできてきた

ことがたくさんあるなと、教えていただけたことがたくさんあ

るなと思っています。また今後も、コロナ禍という環境もあり

ますけれども、地域の皆さんと一緒に、なるべく地域の皆さん

の気持ちに沿ったように私たちも協力していかれたらと思って

います。 

 

たかまつ包括  たかまつ包括です。 

 たかまつエリアは、私が包括が始まって９年始まったとき

は、マンションとかも少なくて、割と戸建ての家がだっと並ん

でいる感じで、高松・曙エリアは戦後いろいろな地域から集ま

ってきた方が多くて、べたべたはしないんだけれども、何気な

くみんな見守っていて、協力体制は結構できているみたいなエ

リアで、何かさらっとしているけれども、みんな見ているみた

いなエリアだったんですね。それが、今皆さん高齢になって、

古いお宅が全部建て直しになり、マンションが建ち、新しく入

ってきた方は若い方が多いということで、今残っていらっしゃ

る高齢の方と若い世代とのちょっと溝というか、地域が割れて

いる感じはちょっと感じています。なので、その若い方々と高

齢者をどうやってうまく同じエリアで共生していただかなくち

ゃいけないのかというのは考えなくちゃいけないなというふう

には考えています。 

 報告書のほうにも書いたんですけれども、曙町にＵＲがあり

まして、そこの住民に対して立教大学の先生にご協力いただい

て調査をしたんですが、関わりは求めていないというのがいっ

ぱい回答が来まして、きちっとした調査報告ちょっと先生のほ

うで遅れていまして２月になってしまうんですが、求めていな

い方がいっぱいいるということが分かって、ちょっとそれはも

う来年度以降どういうふうにそこを関わっていくかと。地域ケ

ア会議にも０次予防というのをずっとシリーズでやっていまし
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て、０次予防的な形で進めていく方向性はどうかなというふう

に今ちょっと模索しているところです。 

 以上です。 

 

会長  順番変わりますけれども、かみすな包括支援センター、どう

ぞ。 

 

かみすな包括  かみすな包括です。 

 かみすなのほうは、全体的に見たときに、私たちの地域はや

っぱり底力がある地域だなというふうに思っております。やっ

ぱり今年度、コロナ禍でもあって地域が見えなくなってとても

焦っていたんですけれども、今回ちょっと地域の方と関わるこ

とができるようになって、逆に教えてもらうことが多くて、私

たちも追いついていなかったんだというようなふうに思ってい

たところです。でも、頑張っていかなくちゃいけないなという

ところと、地域の方と共にやっていくというのはすごく大事だ

なというのを改めて感じているところです。 

 反面、新興住宅も増えてきていて、世代が変わってきている

というのをすごく感じています。地縁というのが強いエリアな

んですけれども、少しその辺の変化が出てきていると思います

ので、アプローチというか、対応できればなというふうに思っ

ているところです。 

 以上です。 

 

わかば包括  わかば地域包括支援センターです。 

 若葉町においては、もう皆さんご存じのとおり、若葉町団

地、けやき台団地という大きな団地を抱えていますので、高齢

者の方が多くいるということなんですけれども、でもその中で

もおかげさまで、介護保険の認定率が低いというところはもと

もとの地域のつながりがあるからではないかなというふうに思

っています。ほかの包括と同じなんですけれども、昔から地域

のつながりというのは強いところではないかなと思います。 

 栄町地区においても、団地というよりは先ほど申し上げたよ

うに戸建ての家が多いんですけれども、一番は栄町グッドネイ

バーさんみたいなすごく活動しているグループもあったりと
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か、やはり地域のつながりがあるんですけれども、課題とし

て、その頑張ってきている方々が高齢者になってきていて、せ

っかくいいことをつながりとかということで頑張ってきている

のに、それを継続できないでなくなっていくグループが幾つか

出てきているのが非常に残念で、それを継承していくのは難し

いかもしれないんですけれども、新たにもう今後は違う世代で

つくり上げていくということを考えていかなくてはいけないか

なというふうに感じております。 

 

会長  わかば地域包括支援センター、いいですか、何か。 

 

わかば包括  大丈夫です。 

 

会長  いいそうです。ありがとうございます。 

 

さいわい包括  さいわい地域包括支援センターです。 

 うちの特徴はですね、２つありまして、１つは広範囲です

ね。東は立川通りから西に行くと日産通り手前までですか。南

は昭和記念公園、市役所から北は武蔵村山隣接まで、かなり幅

広くですね、広範囲の土地を有しています。 

 もう一つの特徴はですね、都営住宅、市営住宅などの公営住

宅、あと団地が３つということで、同じスペースに一戸建てで

４人家族だとしたら、同じスペースに10人ぐらい住んでいるよ

うな計算になりましょうか。そういったところで、かなり集合

住宅が多いということも特徴です。 

 戸建てに関しましては、大体皆さん地方や都市部のほうから

昭和40年から50年代に転居されてこられた方が多くいらっしゃ

いますので、ちょうどですね、もう少ししますともうがっちり

8050というところに該当する地域でございます。ですので、ま

だ表面化していない部分も多々あるとは思いますけれども、地

域とのつながりということをですね、地域包括ケアシステム、

これをモットーにですね、もうしばらくで2025年というところ

にもなりますので、それを目がけて頑張っていきたいなと思っ

ています。 

 以上です。 
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会長  ありがとうございました。そうした地域性を含めた上での振

り返りというのをまた行っていただいて、次につなげていただ

きたいと思います。ありがとうございました。 

 それでは、時間も迫っておりますので、次に進んでまいりた

いと思います。 

 協議事項の２番目としまして、運営状況と課題分析について

でございます。 

 ご説明をお願いいたします。 

 

事務局  資料５をご用意ください。 

 今回は、令和３年10月、11月２か月分のご報告になっており

ます。委員の皆様から質問等があればお願いいたします。 

 

会長  ありがとうございます。 

 何かお気づきのところありましたらお願いいたします。ござ

いますか。 

 いつものようによくやってくれているとは思いますが、大丈

夫でしょうか。 

 Ａ委員、お願いします。 

 

Ａ委員  これいつも問題になるんですけれども、今コロナ禍で家族の

虐待が、読売新聞にも出ていましたけれども、すごく増えてい

るということで、10月、11月も多分ダブっていると思うんです

けれども、やっぱり虐待の相談だとかケース対応だとかが増え

ているんですよね。こういうことをまだまだ、今コロナでまた

何かまん延防止が始まるみたいで、家族の虐待をどのようにみ

んな地域でやっていくかということが大きな問題になると思う

んですよね。 

 これはもう、コロナだからじゃなくて、特に今コロナ禍で、

介護を受けている人と、特に男性、男性が働いて、仕事もコロ

ナでもうなかなかうまくいかない。家の中ではおじいちゃん、

おばあちゃんがいて介護も見なきゃいけないという、本当にせ

っぱ詰まったそういう家族が結構多いと思っているんです、私

は。そういうのを包括センターのほうで相談来るから、じゃ受
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けますというのか、積極的にこちらから何かそういう何かあっ

たら相談してくださいというアプローチするのか、それで全然

違ってくるので、先ほどの問題になってきますけれども、日曜

日を何とかね、月に１回でもいいですから、そういう家族の、

特に働いている男性のケアをどのようにしていくか。そうする

と、虐待も減っていくと思うんですよね。 

 訴えるところないんですよ、男の人は多分。女の人は地域

で、隣近所で話したりしますけれども、男の人はね、家族を抱

えて、仕事を抱えて、もう最後はそういうおじいちゃん、おば

あちゃんに虐待的な言葉の暴力だとか、下手すればもう身体的

な暴力まで進むと思うのでね、それで初めて相談来てからじゃ

多分遅いと思うんですよね。その前で何とか対策を練っていた

だける。みんなで知恵を出してこの虐待問題を、特にまだまだ

コロナ続くみたいですから、本当にそういう形で家族を駄目に

ならないようなケアをしていってほしいなというのが僕の願い

です。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

 

事務局  先ほど０次予防の取組というようなご報告もさせていただい

ておりますが、今度、地域ケア会議では、企業への取組という

ことで検討していきたいと考えておりまして、今介護の必要が

ある方ですとか、自分が困っていると思う方は、地域包括支援

センターやケアマネジャーとか市役所に相談していただけてお

りますが、自分が困っていることすら分からないでもがいてい

らっしゃる方たくさんいらっしゃると思うので、そういう方た

ちをどの様に見つけていくかとなったときに、委員おっしゃる

ように企業への働きかけが重要じゃないかという考えに今到達

しつつあるところです。 

具体的には、企業も社会貢献をしていくということでかなり

いろいろな活動をしていただいていますので、そこでの連携か

ら、例えば車椅子を提供していただいたのであれば、逆に今度

は地域包括支援センターが働く皆様に対して介護教室、介護離
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職防止のセミナーをやりますよとかですね、そういう形で何か

関わり合えないかというような模索が今始まったところでござ

います。 

 今週の地域ケア会議で発表するのはふじみ包括のなので、一

言お願いします。 

 

ふじみ包括  ありがとうございます。 

 先ほどの話にも通ずる部分はあるかもしれませんが、ヤング

ケアラーの話もありましたが、広く包括支援センターが捉える

場合は家族介護者支援というところで、その中に若者も含まれ

るということもあるということがあります。 

 それとですね、企業のほうは、この地域ケア会議の中で皆様

に再度認識をというところで、もう既にかなり取り組まれてい

る地域包括支援センターであったりとか、手前みそですけれど

も、社会福祉協議会であったりとか、企業と一緒にしていただ

いていることもありますが、非常に重要になっているのはウィ

ン・ウィンな関係だと思っていまして、企業は社会貢献、ＣＳ

Ｒ活動がありますが、実はそこに働く従業員の方も一部家族介

護者の視点が必要ですよねというのが９月の段階で高崎健康大

学の大口先生から指摘がありまして、そこにはですね、企業の

方も包括支援センターであったりとか介護保険であったりと

か、そういったことを知っていただくこと、触れていただくこ

とで、そこに働く従業員の方も実は介護者であるかもしれませ

んという視点を持っていただくというところで、その方たちは

立川住民ではないかもしれませんが、立川で働く、立川に来て

企業活動、活動されているということなので、広く捉えれば企

業市民ということで立川に縁のあるということなので、そうい

った形で、貢献ができていけたらと思っております。 

 Ａ委員のおっしゃっていただいたように、いろいろな形で知

っていただく、気がついていただく。もう少し言えばですね、

先ほどＤ委員からもありましたまちねっとで見ている人が多い

んですよという話もあったように、分かりやすい言葉を使って

いくというですね。今、実は外国人の方でご高齢になっている

方も増えていますので、より我々はそういう分かりやすい言葉

でいろいろな方々に伝わっていくという手段を持つ必要がある



38 

というふうに思っております。 

 以上であります。 

 

会長  ありがとうございます。男性、女性に限らず、働き盛り、現

役で働いていてなかなか相談しにくい方のみんな立場をよくい

ろいろ分かって工夫していくということが大事なのかなと思い

ました。ありがとうございました。 

 そのほか何かございますか。 

 Ｂ委員、お願いします。 

 

Ｂ委員  13ページの２番の地域課題の権利養護のところなんですけれ

ども、この任意後見制度を契約して、ＡＤＬの低下とか認知機

能の低下に実際になって、それを活用したときに、親族に伝え

ていなかったことが、その後の対応に混乱が生じたというよう

なケースです。これ先生方にお聞きしますけれども、実際これ

は当人とその後見人との契約、最終的に役場か何かで契約する

ものと認識していますが、あくまで当人同士、その２者間の契

約であって、周りに伝える義務というか、そういう権利は別に

ないわけですよね。 

 

副会長  まあまあ、そうですね。 

 

Ｂ委員  だから、これは周りの誰かに伝えておくといっても、それは

当人が伝えたくなければということになってしまうということ

でいいんですか。 

 

副会長  まさにこれ任意後見契約、この判断力低下するということを

条件に効力が発生するという、こういう状態なので、ふだんか

ら関わっていないと、いつそういう状態になるかいかんという

ことで、これ多分、任意後見契約だけ結んでそれだけになっち

ゃっていて、一番よくないパターンなのかな。要するに、その

前段階からもういろいろ関わっていく。私、弁護士会とかだ

と、ホームロイヤー契約、法律家版のかかりつけ医みたいな、

そんなのもある。何かちょっと毎月の料金とか発生する場合も

あるんですけれども、安否確認じゃないですけれども、定期的
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に交流して判断能力が低下していないかと、そういったことを

しなきゃいけなくて、これはやっぱりまずいやり方。契約だけ

結んじゃって、もちろんそういうご近所とか親戚とかでこうい

う契約結んでいけば、交流はあると思います。でも、ふとした

ことから仲たがいしちゃってということもあるんですよね。通

常は、この任意後見契約にセットでこの前段階の契約をする。 

 

Ｂ委員  先生方からじゃ親族にこういう内容でとかということを言う

のもいけないですか。 

 

副会長  いけないということはないですね。 

 

Ｂ委員  個人情報の問題とか出てこないですか。 

 

副会長  ご本人の了解を取ってやる。あと、この後見契約だけでも対

応できないところはあるので、そこはやっぱりご親族とかいる

のであればちょっと教えてくださいなということは。 

 

Ｂ委員  分かりました。ありがとうございます。 

 

会長  ありがとうございます。これ個別の事例からですけれども、

本当に共有しておきたいこと、気をつけておきたいことです

ね。ありそうですよね、こういうことね。ありがとうございま

した。 

 そのほか何かお気づきのところありますでしょうか。よろし

いでしょうか。 

 では、先へ進まさせていただきます。 

 協議事項の３番目、職員配置についてでございます。 

 事務局から説明ございますか。 

 

事務局  資料６をご用意ください。 

 今回は、はごろも地域包括支援センターに所属しておりまし

た社会福祉士、かみすな地域包括支援センターに所属しており

ました社会福祉士が退職になりまして、それぞれ１名ずつ職員

が減っておりますのでご報告させていただきます。 
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 なお、職員数は減りましたけれども、委託仕様書の中の基準

は十分満たしておりますので、問題ないと考えております。 

 以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 皆さんから何かお気づきのところありますでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 では、次に進みます。 

 協議事項の４番、業務委託についてでございます。 

 事務局からご説明お願いします。 

 

事務局  資料７をご用意ください。 

 介護予防支援業務等における業務委託についてでございま

す。 

 地域包括支援センターが作成します予防プラン、総合事業の

プランについて、居宅介護支援事業所に委託をする際には地域

包括支援センター運営協議会の承認を得ることになっておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 本日は２件あります。 

 まず、１件目につきましては、砂川町二丁目にありますサン

シティ立川昭和記念公園という住宅型有料老人ホームさんのほ

うにサンシティ立川昭和記念公園介護支援サービスという居宅

介護支援事業所を立ち上げ、予防プランの受託ができると報告

がありましたので、よろしくお願いいたします。 

 それから、２件目になります。資料の４ページ目になります

が、こちらは宮崎県にあります居宅介護支援事業所そらのご承

認になります。委託をする理由ですが、立川市に住所のある方

で、お体が悪くなりまして、一時的に宮崎県の親族宅で生活を

することになりました。ご自宅の近くの事業所に相談をして、

委託を受けていただきました。 

 説明は以上です。 

 

会長  ありがとうございました。 

 委員の皆さん、何かご質問等ありますでしょうか。 

 サンシティさんは１人ケアマネということなんですね、形態
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上はね。こういうところもあるんですね、施設内でという。 

 ご質問等大丈夫でしょうか。 

 それでは、別々にお諮り申し上げたいと思います。 

 サンシティ立川昭和記念公園介護支援サービスを業務委託先

とすることにご異議ございませんでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、サンシティ立川昭和記念

公園介護支援サービスを業務委託先とすることにいたします。 

 もう一点、居宅介護支援事業所そらさんを業務委託先とする

ことにご異議ございませんでしょうか。 

 ご異議なしと認め、居宅介護支援事業所そらさんを業務委託

先とすることに決します。ありがとうございました。 

 協議事項は以上でございます。 

 ５番のその他に移ってまいります。 

 その他、何かご発言ございますでしょうか。 

 事務局、どうぞ。 

 

事務局  私のほうから、都営大山団地の中にあります上砂地域福祉サ

ービスセンターの指定管理者の変更について別途ご報告いたし

ます。 

 現在、社会福祉法人桜栄会様が運営をしておりますけれど

も、令和４年４月から令和９年３月までの５年間の指定管理期

間については桜栄会様からご辞退の申出がございましたので、

市のほうで後任の指定管理者の選定作業を行っておりました。

選定の結果、同じく市内の社会福祉法人であります敬愛会様が

後任の指定管理者として昨年の12月の市議会で決定をしており

ます。引き続き４月からですね、今度は敬愛会が介護保険法の

通所介護と施設の維持管理、そしてこの協議会に関連する福祉

相談センターの業務を引き継ぐということで、現在引継ぎを行

っているところでございます。 

 次回の運営協議会３月22日にございますけれども、その際に

具体的なことが決まっておると思いますので、詳細について報

告できれば報告をしたいということを考えております。 

 以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 
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 何かご質問、ご意見ございますでしょうか。よろしゅうござ

いますか。 

 ということで、改めてではありますが、今ご説明いただいた

とおり、上砂福祉相談センターの委託先が桜栄会から敬愛会に

替わるという部分でございました。引継ぎ等、抜け漏れなけれ

ばいいじゃないですね。円滑な引継ぎをしていただきますよう

に要望いたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 その他のところ、ほかに何かございますか。 

 どうぞ、Ｃ委員。 

 

Ｃ委員  １月11日に立川市主任介護支援専門員連絡会が開催されまし

た。総合事業の許可についてなんですが、基本は３月から６か

月または12か月、そこは基本だというお話がありました。初年

度１年は１年間が適切だろうというお話が出ています。 

 そのほかなんですが、担当ケアマネに預けてもらっていると

いうように解釈し、個々で適切に判断してもいいのかなという

話になっています。 

 まだまだ詰めていかなければいけないことがたくさんあると

思いますが、一応ここまでの話になっています。いろいろあり

がとうございました。 

 

会長  ありがとうございます。 

 その他、ほか何かございますか。よろしゅうございますか。 

 では、次第にも載っておりますけれども、次回の日程は、令

和３年度の第６回になりますが、３月22日火曜日、時間は今日

と違いまして２時から、場所も違いますね。ここではなく101会

議室ということでございますので、またご参集をよろしくお願

いいたします。 

 

副会長  それでは、第５回の運営委員会を終了します。 

 皆さん、お疲れさまでした。 

 

 


